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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

 観点９－１－①：教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積 

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 
（観点に係る状況） 
 平成 16年度までは，教育活動の大部分は教務委員会で審議・実施してきたため，教育活動の実態
を示す議事録等のデータは所掌部署である学生課で保管している。また，学籍簿等の重要な書類は学

生課にて保管・蓄積している。教育改善に関するアンケート，例えば学生による授業評価等は実施担

当者(主に教務主事)が収集保管している。試験問題・解答は，科目担当者が保管するように周知して
いる(資料９－１－①－１)。卒業研究論文等の学科が主体で行われる教育活動を示すデータは当該学
科で保管している(資料９－１－①－２)。平成 16年度以降の中期計画に基づいて実施された教育活動
は，中期計画関係のための保管場所を設置し(第３会議室)，データまたは写しを収集・蓄積している。 
 教育活動の評価は，自己点検・評価委員会（自己点検・評価報告書）と教務委員会に加えて，教育

内容検討委員会を平成 17年度に設置し，教育に関する各種アンケートや教育課程を検討・評価する
体制を取り始めている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 教育活動の実態を示すデータの収集・貯蓄する体制は整備されており，評価を実施する体制は平成

17年度より，教育内容検討委員会を設置するなどして整備されつつある。 
 以上のことから，教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積さ

れ，評価を適切に実施できる体制が整備されているといえる。 
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資料９－１－①－１ 

出典：文書管理規則新旧対照表 
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資料９－１－①－２ 

出典：各学科，専攻科 
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 観点９－１－②： 学生の意見の聴取(例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えられる｡)
が行われており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されてい

るか。 

 
（観点に係る状況） 
 平成９年度より，教務委員会を中心に，学生による授業評価を実施してきた(資料９－１－②－１)。
平成 16年度からは，中期計画で毎年実施することを明確に示し，授業の改善に役立てるために具体
的な方針を教育内容検討委員会で審議している(資料９－１－②－２)。その概要は，教員に評価と改
善点を提出してもらい，学校全体としての教員の改善目標及び学生の改善目標を示した(資料９－１－
②－３)。平成 17年度の授業評価には，これらの目標について達成できたかどうか検証した。また，
学生指導の観点に立って，マナー関するアンケートを実施し(資料９－１－②－４)，教員と学生のマ
ナーに関する捉え方の違いを調査した。今後の学生指導に役立てて行きたい。さらに，教員個々のア

ンケートも実施して，当該授業に即した学生の意見の聴取を行い，教育改善を行っている(資料９－１
－②－５)。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 授業評価等を通して，学生の意見の聴取が行われており，「学生による授業評価」を報告書として教

員及び学生に公表している。 
 以上のことから，学生の意見の聴取が行われており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な

形で反映されているといえる。 



弓削商船高等専門学校 基準９ 

 - 482 - 

 
資料９－１－②－１ 
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出典：学生課 

 
資料９－１－②－２ 
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資料９－１－②－３ 

 

出典：教育内容検討委員会 
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資料９－１－②－４ 

出典：厚生補導委員会 

出典：学級担任委員会 
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資料９－１－②－５ 

 

出典：教育内容検討委員会 
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観点９－１－③ 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）の意

見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適当な形で反映されているか。 

 
（観点に係る状況） 
 本校では，保護者懇談会（年２回実施），学外有識者で構成される運営諮問会議（年１回実施），就

職先企業アンケート調査，卒業生アンケート調査などを通して，学外関係者からの意見を聴取してい

る（資料７－２－①－５，９－１－③－１～３）。 
運営諮問会議で審議された内容などを参考に，自己点検評価委員会において教育水準の向上が図ら

れている（資料９－１－③－４～６）。例えば，平成 16年度に開催された第１回運営諮問会議での提
言を受けて，平成 17 年度において，練習船「弓削丸」を活用した個性的な教育活動の充実として，
四国地区高専連携・交流事業「特別講義」の実施や，適正な入学生の確保と個性伸長のための教育改

善を目指して，中学校や高等学校の教職員などを対象とした公開授業を実施するなど多くの改善を行

っている（資料９－１－③－７，８）。 
次に，教育内容検討委員会が実施するアンケート調査は，従来の教育システムを点検し，教育のよ

り一層の活性化，個性化と質の向上を図り，高等教育機関としての信頼性を高めることを目的として

いる（資料９－１－③－９）。第１回目のアンケートが，平成 18年２月に就職先企業と卒業生を対象
に実施され，今回明らかになった長所を伸長し，かつ短所を改善するべく，継続的な教育の見直しに

取り組む予定である（資料９－１－③－10，11）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
本校では，学外有識者などの提言を参考に教育改善を行った結果を「自己点検・評価報告書」とし

て毎年公表している。また，平成 17 度より卒業生や就職先企業からの意見聴取を目的としたアンケ
ートを実施するなど，継続的な教育システムの見直しに取り組んでいる。 
以上のことから，学外関係者の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適当な形で反映され

ていると判断される。 
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資料 ９－１－③－１ 

出典 第１回運営諮問会議報告書 
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資料 ９－１－③－２ 

出典 学生課 
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資料 ９－１－③－３ 

出典 学生課 
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資料 ９－１－③－４ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ９－１－③－５ 

出典 平成１５年度自己点検・評価報告書 
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資料 ９－１－③－６ 

出典 平成１６年度自己点検・評価報告書 
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資料 ９－１－③－７ 

出典 学生課 
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資料 ９－１－③－８ 

出典 学生課 
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資料 ９－１－③－９ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ９－１－③－10 

出典 学生課 
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資料 ９－１－③－11 

出典 学生課 
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観点９－１－④ 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生による

達成度評価が考えられる。）の結果を教育上の質の向上，改善に結び付けられるよう

なシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策が講じられ

ているか。 

 
（観点に係る状況） 
本校では，教務委員会，自己点検・評価委員会，及び教育内容検討委員会などを設置しており，教

育上の質の向上や，問題点を改善するための組織が整備されている（資料７－２－④－１，９－１－

③－４，９）。 
また，教育内容検討委員会の下部組織として，カリキュラム検討ワーキンググループを設置し，５

～６年を１周期（次年度入学生から新カリキュラムを適用するため）として具体的かつ継続的な教育

課程の見直しがなされている。これまでの実績として，平成 11年度には，平成 10年に大学審議会の
答申「21世紀の大学像と今後の改革方針―競争的環境の中で個性が輝く大学―」がなされたのを受け
て，本校の個性を活かした特色ある教育課程への見直しに取り組んだ結果，生物概論，海事工学，及

び海事工学演習といった海洋や船舶に関係する選択科目を新設するに至った（資料９－１－④－１，

２）。さらに，平成 17 年度には，大学単位（一単位当たり 45 時間の学修が必要な科目）の導入に向
けた検討がなされた（資料９－１－④－３）。これは，平成 18年度に試行的に実施し，学生や教員の
意見を反映させてカリキュラムの改定に着手するためである。 
さらに，図書館長の所掌のもとで，教育改善（FD）の一環として年４回程度実施される教育懇談会

があり，平成 17年度末現在で，通算 42回開催されている（資料９－１－④－４）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
本校では，資料９－１－④－５にあるように，教育課程の見直しに関する委員会等が継続的に開催

されている。また，カリキュラム検討ワーキンググループでは，本校の特徴を活かした教育課程への

見直しとして新科目の設置や，大学単位の導入の検討などの実績を有している。さらに，教育懇談会

などを通して，継続的な教育改善に取り組んでいる。以上のことから，各種の評価の結果を教育上の

質の向上，改善に結び付けられるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続

的な方策が講じられていると判断できる。 
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資料 ９－１－④－１ 

出典 学生課 
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資料 ９－１－④－２ 

出典 弓削商船高等専門学校の現状と課題 
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資料 ９－１－④－３ 

出典 学生課 



弓削商船高等専門学校 基準９ 

 - 503 - 

 
 
 

資料 ９－１－④－４ 

出典 庶務課 
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資料 ９－１－④－５ 

出典 庶務課・教務課 
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観点９－１－⑤ 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業内

容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改善活動

状況を，学校として把握しているか。 

(観点に係る状況) 
学生による授業評価アンケートの結果から，各教員が自身の授業内容を検討し，改善すべき課題を

自己分析し，教務主事に報告している（資料９－１－⑤－１）。これらの自己分析結果を「学生による

授業評価」報告書に記載し，全教員に配布している（資料９－１－⑤－２）。さらに，教育内容検討委

員会では，学校全体での改善目標（「教員の改善点」と「学生の改善点」）を見出し，教員会議及び教

室へ改善目標を貼り出すことで教員及び学生に周知している（資料９－１－⑤－３）。さらに、平成

17年度は目標が達成できたかを確認するためアンケートを行っている（資料９－１－⑤－４）。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
ＰＤＣＡ（計画，実行，チェック，フィードバック）を念頭において，学生による授業評価を学生， 

個々の教員，学校（教育内容検討委員会）が一体になって改善活動を展開しようとしている。 
 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業内容，教材，教授

技術等の継続的改善を行い，また，個々の教員の改善活動状況を，学校として把握しているといえる。 

 

資料９－１－⑤－１ 

 

出典：教育内容検討委員会 



弓削商船高等専門学校 基準９ 

 - 506 - 

資料９－１－⑤－２ 

出典：学生による授業評価報告書（平成 16年度） 
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資料９－１－⑤－３ 

資料９－１－⑤－４ 

出典：学生課 

出典：教育内容検討委員会 
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出典：教育内容検討委員会 
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観点９－１－⑥ 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

(観点に係る状況) 
個々に教員の研究活動は，文学，工学，海洋科学などの幅広い分野で不断に行われている（資料Ａ

－１－①－１）。個々の教員の研究成果は，各教員の指導する卒業研究・特別研究に多く取り入れられ

ている(資料９－１－⑥－１)。教員の研究分野と卒業研究が関連することで，社会が求めている教育
研究に関する情報に触れる機会が多くなり，教育の質の改善につながっている。特に，専攻科の特別

研究では，学会での発表を推奨しており，プレゼンテーション能力の向上につながっている。 
本校では平成 15 年度から「本校の環境を活かした授業改善への取り組み」を行っており，各教員

の研究を授業等に取り入れることで授業改善に結び付けている（資料９－１－⑥－２）。 
また，弓削丸での共同研究に学生を参加させることにより，学生に学習内容との関連を示し，学習

への動機付けを行っている（資料９－１－⑥－３）。 
専攻科では授業に個々の教員の専門分野の論文を取り上げることも多く（資料９－１－⑥－４），学

生に対して新しい話題を提供することで，学習意欲の向上につなげるようにしている。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
 教員の研究テーマと卒業研究，授業に内容が連動しており，さらに研究内容を授業に取り込む努力

も行われている。 
教員の研究は卒業研究や特別研究を中心に教育への還元がなされている。また，「本校の環境を活か

した授業改善への取り組み」も学校全体として奨励している。 
以上のことから，研究活動が教育の質の改善に寄与しているといえる。 
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資料９－１－⑥－１ 

出典：認証評価ＷＧ 
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資料９－１－⑥－２ 

出典：本校の環境を活かした授業改善

への取り組み（平成 17年度） 
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資料９－１－⑥－３ 

出典：弓削丸年報 
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資料９－１－⑥－４ 

 
 

出典：専攻科シラバス 
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観点９－２－①：ファカルティ・ディベロップメントについて組織として適切な方法で実施されてい

るか。 

（観点に係る状況） 
 本校は商船系学科と工業系学科を有していて，入学してくる学生が多様であり，また離島という特

殊な立地条件から地域の様々なニーズに応えなくてはならない。教員自身の教授能力を向上させるた

めにもファカルティ・ディベロップメントは欠かせない。組織としての取り組みとして，新任教員に

対して年度初めに新任教員研修を行っている（資料９－２－①－１）。また，本校練習船「弓削丸」を

様々な分野で利用していくため，商船学科の教員のみならず，他学科の教員や新任教員，研究で「弓

削丸」を利用する教員に対して弓削丸利用説明会を開催している（資料９－２－①－２）。さらに，教

員相互の資質向上のため本校教員のみならず，近隣の中・高校の教員に対しても公開授業が行われて

いる（資料３－２－②－３，資料３－２－②－４）。 
また平成９年７月より図書館が主体となって教員研究懇談会を毎年４回程度開催し，本年３月の開

催で４２回目を数える（資料９－２－①－３）。この教員研究懇談会は，各教員の最新研究テーマの発

表（資料９－２－①－４）や四国地区教員研究集会（資料９－２－①－５）など他の機関で得てきた

情報をその他の教員へ報告することによって，多くの教員から広く意見を交換し合い教員同士の資質

向上及び情報の共有に大いに役立てている。 
 また，平成 9年度から授業評価アンケートを定期的に行っている（資料３－２－②－２）。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
 本校の組織としてのファカルティ・ディベロップメントは，新任教員研修，公開授業，教員研究懇

談会，弓削丸利用説明会等を取り組んでいる。特に教員研究懇談会は平成９年より 42 回を重ねる本
校教員の資質の向上に繋げる重要な研修会となっている。 
 以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントについて組織として適切な方法で実施されて

いるといえる。 
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資料９－２－①－１ 

出典：庶務課 
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資料９－２－①－２ 

出典：弓削丸利用説明会実施報告書 
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資料９－２－①－３ 

出典：庶務課 
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資料９－２－①－４ 

出典：第 41回教員研究懇談会発表資料抜粋 
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資料９－２－①－５ 

出典：四国地区高等専門学校共同事業 
ＦＤ研修会報告集 
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観点９－２－②：ファカルティ・ディベロップメントが教育の質の向上や授業の改善に結び付いてい

るか。 

（観点に係る状況） 
 教員の資質の向上のために本校教員のみならず近隣の中学・高校の教員に対しても公開授業が行わ

れ，それに対するアンケート調査を行った（資料９－２－②－１）。また，平成１６年度の授業評価ア

ンケートでは，その結果を各教員に自己分析と改善点を指摘してもらい，教員の授業改善に対する関

心を深めてもらった。これら冊子まとめとして各教室に配布した（資料３－２－②－２）。これに伴い，

教育内容検討委員会において学生及び教員に改善点を明確にし（資料９－２－②－２），その改善を促

すために各教室に掲示した。さらに平成 17 年度にその改善点が見られたかというアンケートを行っ
た（資料９－２－②－３）。 
 また，四国地区教員研究集会（資料９－２－①－５）など本校以外でも行われたものは，担当教員

が得てきた情報をその他の教員へ報告する。さらに本校の教員研究懇談会に参加した教員に対してア

ンケートを行い（資料９－２－②－４），四国地区での研究集会に不参加であった教員にも情報が行き

渡り，教員同士の資質向上及び情報の共有に大いに役立てている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 ファカルティ・ディベロップメントに関する事業実施後は必ずアンケートを行い，教育の質の向上

等に結びつけようと努力している。 
 授業評価アンケートを行った結果は，改善策を学生及び教員に冊子や教室に掲示するなど周知徹底

させ，改善を図った。その改善策に対するアンケートも行われた。 
 以上のことからファカルティ・ディベロップメントが教育の質の向上や授業の改善に結び付いてい

るといえる。 
資料９－２－②－１ 

出典：教育内容検討委員会 
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出典：教育内容検討委員会 
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資料９－２－②－２ 

 
出典：教育内容検討委員会 
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出典：教育内容検討委員会 

資料９－２－②－３ 
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資料９－２－②－４ 

出典：教務主事 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 
 図書館が主体となって教員研究懇談会が平成９年７月に第１回目を行なわれ，その後毎年４回

程度開催し，本年３月の開催で 42 回目を数える。各教員の最新研究テーマの発表や四国地区教
員研究集会など高専機構や他の機関で得てきた情報をその他の教員へ報告することによって，多

くの教員から広く意見を交換し合い教員同士の資質向上及び情報の共有に大いに役立てている。 
 
 （改善を要する点） 
 該当なし 
 
（３）基準９の自己評価の概要 

 教育活動の実態を示すデータの収集・貯蓄する体制は整備されており，評価の実施体制は教務委員

会が中心であったが，平成 17年度より，教育内容検討委員会を設置するなどして充実されつつある。
また，学内外の教育に関する意見の聴取については，「学生による授業評価」，「学習達成度評価」，「卒

業生・企業によるアンケート」を実施し，報告書として教員及び学生に公表している。学外関係者の

意見については，学外有識者などの提言を参考に教育改善を行った結果を「自己点検・評価報告書」

として毎年公表し，継続的な教育状況の見直しに反映させている。 
教育改善のための組織としては，教務委員会，自己点検・評価委員会，教育内容検討委員会が設置

されていて，それぞれの下部組織であるワーキンググループと協力して教育の改善に努力している。

さらに，平成９年７月より，毎年４回程度開催される教員研究懇談会がある。 
 個々の教員の改善活動とその状況の把握は，学生による授業評価アンケートを中心に，平成９年度

より行われており，授業の改善に役立っている。 
研究活動と教育の質の改善については，教員の研究テーマと卒業研究，授業の内容が連動しており，

さらに研究内容を授業等に取り込む努力も行われている。 
教員自身の教授能力を向上させるためのファカルティ・ディベロップメントに関しては，組織

としての取り組みとして，年度初めに新任教員研修，教員相互の資質向上のため本校教員のみな

らず，近隣の中・高校教員に対しても公開授業が行われ，それに対するアンケート調査も行った。

また，練習船「弓削丸」を様々な分野で活用していくため，商船学科以外の教員に対して弓削丸

利用説明会を開催している。さらに，教員研究懇談会は，多くの教員から広く意見を交換し合い

教員同士の資質向上及び情報の共有に大いに役立てられている。 
 

 


